
お 知 ら せ                      平成２７年 ６月 ３日 

                             京 都 市 産 業 観 光 局 

(担当：観光ＭＩＣＥ推進室 746-2255) 

                             京都市教育委員会事務局 

                                                          （ 担 当 ： 生 涯 学 習 部 

                                                          生涯学習推進担当 251-0420) 

                                                          京 都 府 広 域 観 光 戦 略 課 

                             京都府文化交流事業課 

                             (公財)京都文化交流コンベンションビューロー 
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第２５回世界博物館大会（ＩＣＯＭ ２０１９）の京都開催の決定について 

 

かねてより，ＩＣＯＭ日本委員会が京都市を開催候補地として日本招致を進め，京都市，

京都市教育委員会，京都府に加え観光庁，日本政府観光局（ＪＮＴＯ），文部科学省，文

化庁，公益財団法人京都文化交流コンベンションビューロー，公益財団法人国立京都国際

会館が全面的に支援を行ってきた成果が実り，世界博物館世界博物館世界博物館世界博物館大会大会大会大会（ＩＣＯＭ２０１９）が京（ＩＣＯＭ２０１９）が京（ＩＣＯＭ２０１９）が京（ＩＣＯＭ２０１９）が京

都都都都市市市市で開かれることが決定で開かれることが決定で開かれることが決定で開かれることが決定しましたのでお知らせします。日本では初開催となります。日本では初開催となります。日本では初開催となります。日本では初開催となります。    

開催決定は，パリで開かれているＩＣＯＭ諮問委員会において委員の投票により本日行

われました。 

 世界博物館大会とは 

 歴史や美術，考古学，民族，科学，技術，自然史などの博物館関係者の世界的な集まりで，世界

の博物館の進歩発展のために尽力する博物館の専門組織である国際博物館会議（ＩＣＯＭ）の３年

ごとに開催される世界大会です。 

 直近の開催地：２０１６年…ミラノ（イタリア），２０１３年…リオデジャネイロ（ブラジル） 

京都市においては，昨年策定した「京都市ＭＩＣＥ戦略２０２０」に基づき環境・科学・

文化・歴史など世界の平和や人類の未来に貢献する国際会議の誘致に積極的に取組を進め

ています。 

 本大会が開催されることで，２００以上の多種多様な博物館・美術館がある京都におい

て博物館の社会的役割や必要性の再認識を行う絶好の機会が創られるとともに，市民の皆

様が歴史，文化，芸術等の国際的な知見や最新の情報に触れる機会が提供され，生涯学習

の振興等を更に進めるきっかけとなることが期待されます。 

 

○ 大会概要 

⑴ 開催予定時期：平成３１年（２０１９年）９月１日～７日［７日間］ 

⑵ 会場：国立京都国際会館ほか 

⑶ 参加予定者数：２，５００人(うち海外から２，０００人) 

⑷ 参加国数：１１７箇国 

⑸ 主催者：ＩＣＯＭ日本委員会（委員長：青木 保 氏） 

⑹ 競合都市：シンシナティ（アメリカ）               （裏面あり） 

 

 

（教育，市政，府政同時） 

１９４８年の第１回大会以来 

日本では初開催 
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（参考） 

世界博物館大会(ＩＣＯＭ２０１９)京都開催決定までの経緯 

 

平成２５年 ３月 ＩＣＯＭ大会招致検討委員会が「世界博物館大会(ＩＣＯＭ２０１９)」

の日本誘致を具申 

平成２５年１１月 候補都市として京都を選定いただくようＩＣＯＭ大会招致検討委員会

へ申入れ 

平成２６年 ３月 ＩＣＯＭ日本委員会の臨時総会において，国内開催候補地を京都市に

て決定 

     １１月 ＩＣＯＭ本部に対して，京都を開催候補地として正式立候補 

     １２月 国立京都国際会館にて「ＩＣＯＭフォーラム京都―“文化都市”京都

で世界博物館大会の開催を―」を開催。門川市長，京都府文化環境部長

が出席 

平成２７年 １月 国際本部に国土交通大臣名等の誘致支援レターを含んだ開催提案書を

提出 

４月 ＩＣＯＭ本部から事務局長等３名が京都視察。門川市長，山内副知事

が対応 

     ５月  京都国立博物館にて「国際博物館の日シンポジウム」を開催。地元機

運を盛り上げ。藤田副市長が出席 

      ６月 パリで開催されたＩＣＯＭ諮問委員会にて京都市開催をＰＲ。青木保

氏（ＩＣＯＭ日本委員会委員長）に加え，京都からは佐々木丞平氏（京

都国立博物館長），鈴鹿可奈子氏（株式会社聖護院八ッ橋総本店専務取

締役），木下博夫氏（国立京都国際会館長）が出席し，最終プレゼンテ

ーションののち，投票により京都市開催が決定 
過去の開催都市 
第 1 回：1948 年 パリ（フランス） 
第 2 回：1950 年 ロンドン（イギリス） 
第 3 回：1953 年 ジェノバ，ミラノ，ヴェルガモ（イタリア） 
第 4 回：1956 年 バーゼル，チューリッヒ，ジュネーブ（スイス） 
第 5 回：1959 年 ストックホルム（スウェーデン） 
第 6 回：1962 年 ハーグ（オランダ） 
第 7 回：1965 年 ニューヨーク（アメリカ） 
第 8 回：1968 年 ケルン，ミュンヘン（ドイツ） 
第 9 回：1971 年 パリ，グルノーブル（フランス） 
第 10 回：1974 年 コペンハーゲン（デンマーク） 
第 11 回：1977 年 モスクワ（ロシア） 
第 12 回：1980 年 メキシコシティ（メキシコ） 
第 13 回：1983 年 ロンドン（イギリス） 
第 14 回：1986 年 ブエノスアイレス（アルゼンチン） 
第 15 回：1989 年 ハーグ（オランダ） 
第 16 回：1992 年 ケベック（カナダ） 
第 17 回：1995 年 スタヴァンゲル（ノルウェー） 
第 18 回：1998 年 メルボルン（オーストラリア） 
第 19 回：2001 年 バルセロナ（スペイン） 
第 20 回：2004 年 ソウル（韓国） 
第 21 回：2007 年 ウィーン（オーストリア） 
第 22 回：2010 年 上海（中国） 
第 23 回：2013 年 リオデジャネイロ（ブラジル） 
第 24 回：2016 年 ミラノ（イタリア） 
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